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(1)超高強度レーザーと固体ターゲットの相互作用によって発生する相対論電子は、レーザーパワーが 20 TW 程度













加熱することに成功している。 0.5 ベタワットレーザーにより 3桁の中性子増加(プラズマ温度 1 keV) を達成して
いる。
(7)高速点火条件を満たすプラズ、マ温度条件下 (1"-'10 keV) に於いても、相対論電子の伝導帯チャネリングが生成
され、相対論電子はプラズマ中を集束した状態で伝搬し、効率的な加熱の可能性を予測している。
以上のように、本論文はレーザー核融合高速点火方式における高速加熱を可能にする媒体としての高密度相対論電子
エネルギー輸送を明らかにし、さらにその制御を試みている。これらをもとに新しいターゲット幾何学配置による爆
縮コアプラズマ高速加熱を実現しており、将来の高速点火実現に大きく寄与するものである。よって、本論文は博士
論文として価値あるものと認める。
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